
戦
前
沖
縄
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の

学
友
会
雑
誌
を
復
刻
‼

伊
波
普
猷
・
眞
境
名
安
興
・
東
恩
納
寛
惇
の
三
大
沖
縄
学
者
、

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
引
率
教
員
で
も
あ
っ
た
仲
宗
根
政
善
、

日
本
共
産
党
初
代
書
記
長
・
徳
田
球
一
ら
を
輩
出
し
た

戦
前
の
沖
縄
教
育
の
実
態
が
明
ら
か
に
‼
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戦
前
の
沖
縄
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
沖
縄
教
育
界
を

リ
ー
ド
し
、
県
内
外
で
活
躍
す
る
エ
リ
ー
ト
を
数
多
く
輩
出
し
た
の
が
、「
沖
縄
一

中
」（
沖
縄
県
立
第
一
中
学
校
）
で
あ
る
。

　

沖
縄
一
中
の
淵
源
は
琉
球
王
国
時
代
、
尚
温
王
が
創
建
し
た
「
国
学
」
に
始
ま
り
、

琉
球
処
分
を
経
て
日
本
の
学
制
が
適
用
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
名
称
は
沖
縄
尋
常
中
学

校
、
沖
縄
県
立
中
学
校
な
ど
を
経
て
沖
縄
一
中
に
至
る
。

　

卒
業
生
に
は
三
大
沖
縄
学
者
で
あ
る
伊
波
普
猷
・
眞
境
名
安
興
・
東
恩
納
寛
惇
、

戦
中
に
は
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
引
率
教
員
も
勤
め
た
言
語
学
者
・
仲
宗
根
政
善
、
戦

後
の
初
代
沖
縄
民
政
府
知
事
・
琉
球
大
学
初
代
学
長
の
志
喜
屋
孝
信
、
更
に
は
戦
後

の
日
本
共
産
党
初
代
書
記
長
・
徳
田
球
一
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

こ
の
沖
縄
に
お
け
る
名
門
校
で
編
集
・
発
行
さ
れ
て
い
た
学
友
会
雑
誌
が
今
回
復

刻
す
る
『
球
陽
』『
学
友
会
雑
誌
』『
養
秀
』
で
あ
る
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、

も
し
く
は
一
八
九
四
年
に
創
刊
さ
れ
、
年
一
号
の
ペ
ー
ス
で
、
昭
和
一
〇
年
代
ま
で

刊
行
さ
れ
続
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
戦
の
影
響
も
あ
り
、
資
料
の
残
存
状

況
は
芳
し
く
な
く
、
全
号
の
収
録
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
三

六
（
昭
和
一
一
）
年
ま
で
と
、
実
に
三
〇
年
に
わ
た
る
期
間
の
号
を
集
成
で
き
た
。

　

本
誌
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
教
師
と
現
役
の
学
生
に
よ
る
協
働
で
作
業
さ
れ
、

内
容
と
し
て
は
「
論
説
・
思
潮
・
学
芸
・
文
苑
」
と
い
っ
た
欄
で
学
生
た
ち
に
よ
る

創
作
や
論
述
が
、「
雑
録
・
通
信
・
雑
報
」
欄
で
部
活
動
や
修
学
旅
行
な
ど
校
内
活

動
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
沖
縄
出
身
の
エ
リ
ー
ト
層
が

ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
表
面
的
に
も
内
面
的
に
も
概

観
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

ま
た
、
沖
縄
一
中
に
限
ら
ず
、
全
国
各
地
の
学
校
で
こ
の
よ
う
な
校
友
会
誌
は
発

行
さ
れ
て
お
り
、
近
年
研
究
も
進
展
し
て
来
て
い
る
。
本
誌
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
比

較
的
早
く
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
沖
縄
教
育
と
い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え
、

戦
前
の
旧
制
中
学
校
の
様
子
に
迫
る
資
料
と
し
て
も
白
眉
で
あ
る
。

　

更
に
附
録
と
し
て
、
養
秀
同
窓
会
が
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
刊
行
し

た
同
窓
会
誌
『
養
秀
』
全
九
号
も
復
刻
す
る
。
学
友
会
雑
誌
と
は
異
な
る
が
、
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
回
想
文
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
他
、「
生
き
残
り
学
徒
兵
の
座
談
会
」
な

ど
、
沖
縄
戦
に
関
す
る
記
事
も
あ
り
、
学
友
会
雑
誌
で
は
わ
か
ら
な
い
戦
時
中
の
沖

縄
一
中
の
様
子
を
伝
え
る
、
本
誌
の
補
完
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
本
誌
は
、
沖
縄
の
現
代
史
、
教
育
史
の
発
展
に
資
す

る
貴
重
資
料
で
あ
る
と
確
信
し
、
今
回
復
刻
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
不
二
出
版
編
集
部
）

沖
縄
一
中
　
著
名
な
出
身
者

伊
波
普
猷
（
学
者
／
一
八
九
六
年
卒
）・
眞
境
名
安
興
（
学
者
／
一
八
九
七
年
卒
）・
東
恩

納
寛
惇
（
学
者
／
一
九
〇
〇
年
卒
）・
漢
那
憲
和
（
海
軍
少
将
・
衆
議
院
議
員
／
一
八
九
六

年
卒
）・
志
喜
屋
孝
信
（
沖
縄
民
政
府
初
代
知
事
・
琉
球
大
学
初
代
学
長
／
一
九
〇
四
年

卒
）・
仲
吉
良
光（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
・「
沖
縄
復
帰
の
父
」／
一
九
〇
八
年
卒
）・

徳
田
球
一
（
日
本
共
産
党
初
代
書
記
長
／
一
九
一
一
年
卒
）・
伊
礼
肇
（
政
治
家
・
衆
議
院

議
員
／
一
九
一
二
年
卒
）・
平
良
辰
雄
（
政
治
家
・
沖
縄
群
島
政
府
知
事
／
一
九
一
二
年

卒
）・
下
地
玄
信
（
公
認
会
計
士
・
公
認
会
計
士
制
度
創
設
に
関
与
／
一
九
一
三
年
）・
佐

喜
眞
興
英
（
民
俗
学
者
／
一
九
一
三
年
卒
）・
安
里
積
千
代
（
参
議
院
議
員
／
一
九
二
一
年

卒
）・
大
田
政
作
（
琉
球
政
府
行
政
主
席
／
一
九
二
二
年
卒
）・
山
之
口
貘
（
詩
人
／
一
九

二
二
年
卒
）・
仲
宗
根
政
善
（
教
育
者
・
言
語
学
者
・
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
引
率
教
員
／
一
九

二
五
年
卒
）

↓戦後に衆議院議員（２期、1970
〜76年）となる安里積千代（1903
−86年）の在学中の手記。
（『養秀』第26号、1917年12月）

↑後に沖縄民政府初代知事
（1946〜50年）を勤める志
喜屋孝信（1884−1955年）
による卒業後の寄稿。
（『球陽』第14号、1905年
４月）

復
刻
に
あ
た
っ
て



学
友
会
雑
誌｢

養
秀｣

の
復
刻
に
よ
せ
て

�

一
般
社
団
法
人　

養
秀
同
窓
会
会
長　

與
儀
　
毅

　

か
つ
て
琉
球
王
国
に
「
国
学
」
と
い
う
最
高
学
府
が
あ
っ
た
。
一
七
九
八
（
寛
政

一
〇
）
年
四
月
、
第
二
尚
氏
第
十
五
代
国
王
尚
温
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
教
育
機
関

で
あ
る
。
尚
温
王
は
国
学
開
講
に
あ
た
り
、
自
筆
の
「
海
邦
養
秀
」
の
扁
額
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、「
国こ

く
が
く
し
し
に
く
ん
ち
ょ
く
す
る
の
ゆ

学
訓
飭
士
子
諭
」
を
訓
じ
て
、〈
学
業
あ
る
も
の
は
位
の
低
い
者

で
も
こ
れ
を
登
用
、
学
問
の
な
い
者
は
名
門
の
子
弟
で
も
退
け
る
〉
と
諭
し
、
門
閥

打
破
の
革
新
的
政
治
を
行
う
こ
と
を
声
明
し
た
。

　

廃
藩
置
県
後
、
国
学
は
県
に
移
管
さ
れ
、「
海
邦
養
秀
」
の
扁
額
と
と
も
に
後
の

沖
縄
県
立
第
一
中
学
校
（
通
称
「
一
中
」）
に
引
き
継
が
れ
、
沖
縄
の
教
育
精
神
に
深

い
影
響
を
与
え
た
。
扁
額
は
沖
縄
戦
で
焼
失
し
た
が
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年

九
月
、
復
元
、
後
身
の
首
里
高
等
学
校
の
体
育
館
に
掲
示
さ
れ
、
伝
統
的
な
校
是
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

学
友
会
雑
誌
『
球
陽
』（『
学
友
會
雑
誌
』
→
『
養
秀
』
と
改
題
）
は
一
八
九
四
（
明
治

二
七
）
年
頃
創
刊
さ
れ
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
三
月
発
行
の
『
養
秀
』
第
三
七

号
ま
で
の
三
七
冊
と
『
養
秀
』
創
立
四
十
周
年
記
念
号
を
合
わ
せ
て
三
八
冊
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
三
七
年
以
降
も
刊
行
さ
れ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
こ
の
『
球
陽
』
は

本
県
に
お
け
る
学
友
会
雑
誌
の
嚆
矢
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
早
い
時
期
に
属
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
学
友
会
雑
誌
は
全
国
の
中
学
校
、
師
範
、
高
等
学
校
の

七
四
校
に
交
換
資
料
と
し
て
寄
贈
さ
れ
広
く
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
球
陽
』
第

一
八
号
の
「
寄
贈
図
書
一
覧
」
で
分
か
る
。

　

現
在
確
認
で
き
る
原
本
は
二
二
冊
。
沖
縄
県
内
で
は
当
養
秀
同
窓
会
（
養
秀
文
庫
）

に
五
冊
、
県
公
文
書
館
に
五
冊
、
県
立
図
書
館
に
二
冊
、
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に

九
冊
が
確
認
さ
れ
、
県
外
で
は
国
会
図
書
館
に
一
冊
、
東
大
明
治
文
庫
に
三
冊
、
そ

の
他
一
冊
が
分
散
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
復
刻
・
出
版
事
業
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
さ
れ
た
、
沖
縄
関
係
資
料
の
復

刻
に
実
績
の
あ
る
不
二
出
版
が
、
創
刊
か
ら
一
三
〇
年
、
沖
縄
戦
で
一
中
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
す
べ
て
の
原
本
が
焼
失
し
た
本
誌
を
、
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、
三
八
冊
の
う

ち
二
二
冊
を
発
掘
、
復
刻
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
復
刻
・
公
刊
が
一
中
を
継
承
す
る

首
里
高
等
学
校
の
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
沖
縄
を
調
査
研
究
す
る
資
料
の
充
実

に
つ
な
が
り
、
こ
れ
を
機
に
一
六
冊
の
欠
号
が
一
冊
で
も
発
掘
さ
れ
る
こ
と
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
。
不
二
出
版
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
四
年
一
二
月
九
日

�

（
よ
ぎ
・
つ
よ
し
）

上：『養秀』の由来にもなった尚温王による「海邦養秀」の扁額。
下：1934（昭和９）年頃の校舎。
（共に『養秀』第35号、1934年７月）

推
薦
の
こ
と
ば



戦
前
期
の
沖
縄
一
中
学
友
会
雑
誌
（『
球
陽
』『
学
友
会
雑
誌
』

『
養
秀
』）
の
復
刻
を
喜
ぶ

�

我
部
政
男
（
山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授
／
元
琉
球
大
学
教
授
）

　

八
〇
年
も
前
の
沖
縄
戦
争
で
湮
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
雑
誌
が
、
ど
こ
か
で
生

き
延
び
て
、
復
刻
に
こ
ぎ
つ
け
る
と
い
う
。
こ
の
快
挙
は
、
驚
異
で
あ
り
同
じ
く
歓

喜
で
あ
る
。
そ
の
困
難
な
文
化
事
業
を
成
し
遂
げ
た
不
二
出
版
の
船
橋
治
氏
の
功
績

に
対
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
。
多
く
の
研
究
者
の
必
要
と
す
る
基
本
資
料
を
広
く
公

開
す
る
姿
勢
に
、
私
は
、
共
鳴
と
あ
る
種
の
感
動
を
覚
え
る
。
不
二
出
版
の
編
集
部

で
は
、
か
ね
て
よ
り
こ
の
雑
誌
の
存
在
と
魅
力
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
お
り
、

終
戦
直
後
に
そ
の
雑
誌
の
一
部
が
占
領
軍
の
米
軍
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
沖
縄
の
博

物
館
に
収
め
ら
れ
た
事
実
を
突
き
止
め
た
。
し
か
し
、
完
全
に
全
号
が
揃
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
欠
号
は
全
国
の
図
書
館
の
調
査
で
収
集
し
、
完
成
度
を
高
め

た
。
も
ち
ろ
ん
同
窓
会
の
協
力
も
得
た
。
し
か
し
、
完
全
な
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
収

集
は
、
そ
れ
で
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　

人
類
は
、
自
ら
の
文
化
遺
産
を
軽
薄
で
愚
か
な
戦
争
で
も
っ
て
破
壊
し
、
消
滅
さ

せ
て
い
る
。

　

お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
で
あ
れ
、
そ
れ
を
維
持
す
る
に
は
、
継
続
的
な
補

強
な
い
し
補
充
は
必
要
で
あ
る
。
時
と
し
て
国
家
権
力
は
、
学
校
教
育
を
そ
の
補
強

の
手
段
と
し
て
利
用
し
活
用
す
る
。
教
育
、
宗
教
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
重
要
な
そ
の

一
翼
を
担
う
場
合
が
少
な
く
な
い
。

　

近
代
日
本
の
国
民
国
家
は
、
天
皇
制
を
中
心
に
そ
の
歩
み
を
推
し
進
め
て
き
た
。

軍
人
勅
諭
と
教
育
勅
語
の
思
想
と
言
葉
の
浸
透
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明

治
の
琉
球
処
分
以
後
、
遅
れ
て
参
入
す
る
琉
球
・
沖
縄
も
そ
の
体
制
の
な
か
に
引
き

込
ま
れ
る
。
山
県
有
朋
は
、
明
治
の
沖
縄
統
治
に
際
し
て
、
国
民
国
家
の
理
想
と
し

て
、
軍
事
と
教
育
と
を
一
体
の
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
た
。
そ
の
軍
国
主
義
的
な

思
想
は
、
以
後
の
歴
史
に
色
濃
く
具
体
的
に
展
開
す
る
。

　

皇
民
化
、
臣
民
化
、
国
民
化
の
言
葉
は
、
政
治
的
指
導
理
念
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な

る
。
そ
の
戦
略
の
究
極
の
目
的
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
支
配
や
統
治
の
対
象
と
し

て
の
国
民
を
一
体
と
し
、
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

の
歩
ん
で
き
た
歴
史
的
事
実
を
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
悲
し
い
か
な
、
そ

の
事
実
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
は
ず
の
具
体
的
な
資
料
の
多
く
が
、
先
の
戦
争
で
消

滅
し
た
。

　

こ
の
度
、
沖
縄
一
中
の
学
友
会
雑
誌
が
復
刻
の
運
び
と
な
る
こ
と
は
、
沖
縄
近
代

史
研
究
の
資
料
に
関
心
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
私
は
静
か
な
闘
志
が
沸
き
立
つ
よ
う

に
嬉
し
さ
を
禁
じ
得
な
い
。
復
刻
に
際
し
て
は
、
教
育
史
を
専
門
と
す
る
阪
井
芳
貴

氏
に
よ
る
綿
密
な
学
術
的
検
討
が
加
え
ら
れ
、
詳
細
な
解
説
が
附
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
沖
縄
一
中
（
現
首
里
高
校
）
と
い
う

一
つ
の
学
校
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
社
会
的
に
活
躍
し
た
人
物
の
輩
出
を
見
る
と
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
私
の
関
心
か
ら
見
る
と

『
女
人
政
治
考
』（
一
九
二
六
年
）
を
著
し
た
佐
喜
眞
興
英
と
佐
喜
眞
の
友
人
で
あ
っ
た

照
屋
亀
三
の
文
章
に
目
を
惹
か
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
若
き
日
の
伊
波
普
猷
、
東
恩
納

寛
惇
の
文
章
も
あ
る
。
つ
と
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
伊
波
の
「
図
書
館
長
伊
波
文
学

士
中
学
時
代
の
思
出
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
養
秀
』
第
三
一
号
。『
養
秀
』
第
三
五

号
に
も
「
在
学
時
代
の
思
ひ
出
」
と
し
て
再
録
）。
そ
の
他
の
人
物
を
挙
げ
て
み
る
と
下

国
良
之
助
、
眞
境
名
安
興
、
仲
良
良
光
、
胡
屋
朝
賞
、
仲
宗
根
政
善
、
新
崎
盛
敏
、

島
袋
正
次
、
照
屋
宏
、
池
宮
城
積
寶
等
の
名
前
が
眼
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
青
春
の

ま
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
若
者
の
文
章
は
、
沖
縄
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
ク
ラ

イ
シ
ス
に
悩
み
な
が
ら
も
、
希
望
に
向
け
て
立
ち
あ
が
る
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。
大
ま

か
に
み
て
、
雑
誌
の
記
事
は
、
軍
お
よ
び
軍
人
に
関
す
る
事
柄
が
、
比
較
的
に
多
い

よ
う
に
感
じ
る
。
授
業
科
目
に
軍
事
訓
練
が
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
時

代
の
大
き
な
う
ね
り
の
黒
い
雲
は
、
学
園
の
上
に
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
次
の
時
代
を
確
実
に
予
感
さ
せ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
校
友
会
誌

は
確
実
に
時
代
の
空
白
を
埋
め
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
戦

中
・
戦
後
の
歴
史
と
の
連
結
を
期
待
し
つ
つ
、
戦
前
期
の
記
憶
と
映
像
の
再
現
の
試

み
を
望
む
。

�

（
が
べ
・
ま
さ
お
）

推
薦
の
こ
と
ば



今
回
収
集
さ
れ
た
『
戦
前
期
　
沖
縄
一
中
学
友
会
雑
誌
集
成
』
全
八
巻

か
ら
そ
の
歩
み
と
、
琉
球
沖
縄
の
原
点
を
学
ぶ

�

又
吉
盛
清
（
沖
縄
大
学
客
員
教
授
）

　

那
覇
市
首
里
に
立
つ
沖
縄
一
中
・
首
里
高
校
の
同
窓
会
組
織
「
養
秀
同
窓
会
」
は
こ
れ
ま

で
入
手
で
き
な
か
っ
た
学
友
会
雑
誌
を
ま
と
め
、
復
刻
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
は

『
球
陽
』
第
一
四
号
（
一
九
〇
五
年
四
月
）
か
ら
『
養
秀
』
第
三
七
号
（
一
九
三
六
年
三
月
）
ま

で
の
二
二
冊
、
総
約
三
一
〇
〇
頁
で
あ
る
。
発
刊
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
沖
縄
問
題
を
中
心

に
多
面
的
な
出
版
活
動
を
展
開
し
て
来
た
不
二
出
版
が
あ
た
る
。

　

県
立
一
中
は
戦
後
、
首
里
高
等
学
校
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
長
い
歴
史
の
歩
み
の
中
で
沖
縄

教
育
の
指
針
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
県
立
一
中
・
首
里
高
校
九
〇
年

の
あ
ゆ
み
と
し
て
、『
沖
縄
の
教
育
風
土
記
』（
養
秀
同
窓
会
編
、
一
九
七
一
年
）
を
編
纂
。
併

せ
て
創
立
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
一
九
八
〇
年
に
は
、「
近
代
沖
縄
一
〇
〇
年
」
の
歩
み
と
し

て
『
養
秀
百
年
』
を
作
成
し
て
、
そ
の
通
史
や
回
想
を
同
窓
生
や
旧
職
員
各
員
に
執
筆
さ
せ

た
。

　

今
回
収
集
さ
れ
た
『
戦
前
期　

沖
縄
一
中
学
友
会
雑
誌
集
成
』
全
八
巻
の
諸
資
料
は
、
こ

れ
ま
で
十
分
に
解
明
で
き
な
か
っ
た
分
野
を
幅
広
く
歩
ん
で
き
た
先
人
た
ち
が
道
を
拓
き
、

体
験
を
深
め
、
沖
縄
を
支
え
て
き
た
そ
の
実
態
を
よ
く
知
り
学
び
、
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の

道
を
切
り
開
い
て
い
く
大
き
な
示
唆
と
し
て
、
筆
者
は
受
け
止
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

筆
者
の
手
元
の
「
国
学
・
一
中
出
身
者
同
窓
生
リ
ス
ト
」
に
は
一
六
二
名
が
記
名
さ
れ
て

い
る
。
も
う
ひ
と
つ
中
国
上
海
の
「
東
亜
同
文
書
院
（
大
学
）
沖
縄
人
学
生
名
簿
」
に
は
三

〇
名
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
〇
名
は
一
中
出
身
者
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
、
こ
れ
ら
の
海

外
体
験
者
が
す
ぐ
に
琉
球
沖
縄
に
帰
国
で
き
な
い
ま
ま
に
、
東
京
を
は
じ
め
本
土
各
地
で
活

躍
を
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
体
験
記
録
な
ど
に
つ
い
て
は
今

日
ま
で
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
歴
史
的
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

�

（
ま
た
よ
し
・
せ
い
き
よ
）

伊波普猷「在学時代の思ひ出」
一中ストライキ事件（年表①）の様子がわかる貴重な記事でもある。
（『養秀』第35号、1934年７月）

右から伊波普猷（1876−1947）・金城紀光（1875
−1967）・照屋宏（1895−1939）。
いずれも沖縄一中の卒業生で、のちに伊波は沖縄
学の大家、金城は衆議院議員、那覇市長、照屋も
那覇市長と沖縄を牽引する人物になった。
（那覇市歴史博物館所蔵）

推
薦
の
こ
と
ば



本誌の記事は主として学生・教員たちによる創作と、学校の活動の記録の２種類に大別できる。
左：学校の活動記録の例（『球陽』第17号、1908年９月）／右：学生の創作の例（『球陽』第15号、1906年11月）

↑沖縄一中では軍事教育も盛んにおこなわれた。右は卒業生であり、後に海軍少将・衆議院議員を歴任する漢那憲和
（1879−1950）による講演の記録。左は学生たちによる発火演習の記録である。
（右：『養秀』第26号、1917年12月。左：『球陽』第18号、1909年４月）

内
容
見
本



本誌は学生だけでなく教員の著作も数多く収録された。
写真は1905（明治38）年から教諭を勤め、後に講談
社を創業する野間清治の著作。
（『球陽』第14号、1905年４月）

↑生き残り学徒兵の座談会」（養秀同窓会会誌『養秀』
第８号、1984年８月）。
附録として収録した戦後発行の養秀同窓会会誌『養秀』
には、学友会雑誌としては収録のない沖縄戦に関する
回想が多数収録されている。

←1930（昭和５）年には創立50周年式典の一環で琉球王国時代に
行われていた首里の三ヶ寺をめぐる行列を再現した（年表②）。
これは県内の注目を集め、2021年に朝日新聞社内で別の写真が発
見された際には、同紙で大きく取り上げられた。
（『養秀』第35号、1934年７月）

1798年 第二尚氏第十五代尚温王、国学を創建。中城御殿に仮設し、
公学校所と称した。

1801年 10月、公学校所を国学と改称。尚温親筆「海邦養秀」の扁
額を正庁に掲げた。

1872年 ７月16日、明治政府により琉球王府が廃され琉球藩を設置。
1879年 ３月27日、琉球藩を廃止、沖縄県を設置（琉球処分）。
1880年 12月９日、国学を首里中学校に改称。
1886年 中学校令に基づき沖縄尋常中学校に改称（更に翌年、沖縄

県尋常中学校に改称）。
1894年 日清戦争。

学友会が組織され、学友会雑誌『球陽』の発行が企画され
る。創刊日は不詳。

1895年 一中ストライキ事件。①
1899年 沖縄県中学校に改称。
1901年 沖縄県立中学校に改称。
1904年 日露戦争。
1905年 『球陽』第14号（現存が確認される最古の号）発行。
1911年 沖縄県立第一中学校に改称。
1912年 大正に改元。
1914年 第一次世界大戦。

『球陽』が『学友会雑誌』に改称。
1917年 『学友会雑誌』が『養秀』に改称。
1924年 このころよりソテツ地獄はじまる。
1926年 昭和に改元。
1929年 世界恐慌。

『養秀』第34号刊行。以降一時刊行中止となる。
1930年 創立五十周年式典実施。②
1931年 満洲事変。
1934年 『養秀』第35号が「創立五十周年記念号」としておよそ５

年ぶりに刊行。
1936年 『養秀』第37号刊行。現存が確認される最後の号。
1937年 日中戦争。
1941年 太平洋戦争。
1945年 ３月27日、一中最後の卒業式挙行。

３月28日、２年生が沖縄守備隊第32軍、電信第36連隊に入
隊。
３月29日、３・４・５年生が鉄血勤皇隊を編成し入隊。沖
縄戦で生徒・職員307名が戦死。遺書、遺髪を残す。
８月15日、終戦。

1946年 １月29日「GHQ、琉球列島などに対し、日本の行政権を停
止する覚書」により沖縄県立第一中学校は廃止となった。

沖縄一中関連年表
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戦前期 沖縄一中 学友会雑誌集成
『球陽』『学友会雑誌』『養秀』全２回配本・全８巻・附録１

◉底本
沖縄県立中学校／沖縄県立第一中学校学友会誌
　『球陽』第14号～第21号（1905年～1912年）
　『学友会雑誌』第23号～第25号（1914年～1917年）
　『養秀』第26号～第37号（1917年～1936年）
社団法人養秀同窓会会誌
　『養秀』第１号～第９号（1975年～1987年）
◉解説（第１巻に収録）
阪井芳貴（名古屋市立大学名誉教授）

◉推薦
與儀 毅（養秀同窓会会長）
我部政男（山梨学院大学名誉教授／元琉球大学教授）
又吉盛清（沖縄大学客員教授）

◉発行　一般社団法人　養秀同窓会
◉制作・発売　不二出版
◉体裁　A５判・上製・総約3,800頁
◉価格　揃定価220,000円（揃本体200,000円+税10％）

配本 復刻版巻数 収録内容 原誌発行年月 定価・ISBN

第
１
回
配
本

第１巻 『球陽』第14号～第16号 1905年４月～1907年９月 揃定価96,800円
（揃本体88,000円＋税10％）

ISBN 978-4-8350-8774-0
2025年３月刊行予定

第２巻 『球陽』第17号～第18号 1908年９月～1909年４月
第３巻 『球陽』第20号～第21号 1911年７月～1912年９月
第４巻 『学友会雑誌』第23号～第25号 1914年９月～1917年１月

第
２
回
配
本

第５巻 『養秀』第26号～第28号 1917年12月～1920年４月
揃定価123,200円

（揃本体112,000円＋税10％）
ISBN 978-4-8350-8779-5

2025年５月刊行予定

第６巻 『養秀』沖縄県立第一中学校創立四十周年
記念号、第29号～第30号 1921年６月～1924年４月

第７巻 『養秀』第31号～第34号 1925年５月～1929年７月
第８巻 『養秀』第35号～第37号 1934年７月～1936年３月
附録※ 養秀同窓会会誌『養秀』第１号～第９号 1975年夏～1987年８月

『球陽』第１号～第13号、第19号・第22号、『養秀』第33号は未見のため収録できなかった。『養秀』第36号は一部分のみ収録となった。
※附録のみ分売可。定価26,400円（本体24,000円＋税10％）ISBN 978-4-8350-8785-6

収録内容・配本一覧

→『球陽』第14号（1905年４月）
表紙
本復刻版に収録する最も古い号。
学友会誌が明治期から刊行され
ていたことが確認できる事例は
全国的に見ても希少である。

←『球陽』第37号（1936年３
月）表紙
本復刻版収録の最新の号。沖
縄日報社の懸賞当選論文や卒
業生による寄稿を多数掲載し、
そのページ数は200頁に及ぶ。

好評関連資料
◎『占領期　奄美・沖縄の青年団資料集』
全４巻・付録１・別冊１　編集・解説　山城千秋・農中至
揃定価110,000円（揃本体100,000円+税10％）ISBN 978-4-8350-8529-6
B５判／B４判／A５判・上製・総約1900頁　2024年７月刊
米軍占領下の群島分割統治時代に発刊された青年団の機関誌紙を復刻。
米軍の検閲下にあった青年団の運動方針や群島各地区の活動状況、文芸活動の実
態のほかに、奄美および沖縄群島の政治・生活・文化状況が読み取れる。
また『青年隊だより』は、米軍基地建設と土地接収により働く場を奪われた青年
たちを「移民青年隊」として海外に送出してきた沖縄産業開発青年隊が発行した
機関紙であり、沖縄移民史上の資料としても貴重である。
いずれの資料も戦後奄美・沖縄の歴史、青年団運動、祖国復帰運動に関心を寄せ
る人々に新たな発見をもたらすはずである。

◎『旧制台北高等学校同窓会誌 「蕉葉会報」』
全３巻　解説　河原功
揃定価66,000円（揃本体60,000円+税10％）ISBN978-4-8350-8565-4
B５判・上製・総1,074頁　2022年６月刊
旧制台北高等学校（1922年４月～46年３月）の卒業生及び在校生による同窓会
＝蕉葉会（本会事務所は東京）の会報誌を復刻‼
戦前の植民地台湾に設置された旧制台北高等学校には開校当初から李登輝、武谷
三男、川平朝清といった日本・台湾のエリートが集まり、卒業生は日本・台湾の
政財界・教育・医療・文学などの広い分野で足跡を残し、戦後は国立台湾師範大
学となった。
同窓会誌『蕉葉会報』は戦後の1961年5月に創刊、2013年６月の最終107号まで
発行され、卒業生を通じた日台交流の様子を明らかにすると同時に、当時の旧制
高校の生活習慣や学問の様子がうかがえる内容となっている。


